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平
成
ノ
大
造
営

平
成
二
十
五
年
「
葵
巳
」
、
皇
紀
二
千
六
百
七
十
三
年
の
新

年
を
迎
え
た
。

新
し
き
年
の
初
め
を
告
げ
る
拝
殿
の
大
太
鼓
が
境
内
に
鳴
り

響
く
と
同
時
に
御
神
門
が
開
門
さ
れ
、
初
詣
の
人
の
波
は
怒
涛
の

如
く
本
殿
前
に
広
が
っ
た
。
柏

手
を
打
ち
、
両
手
を
合
わ
せ
、

新
し
い
年
に
宗
像
大
神
に
祈

る
参
拝
者
の
熱
気
が
境
内
に

満
ち
溢
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
平
成
二
十

四
年
大
晦
日
午
後
三
時
に
は
、

年
越
し
の
大
祓
式
と
除
夜
祭

が
斎
行
さ
れ
、
新
年
を
清
々

し
く
過
ご
そ
う
と
寒
さ
厳
し

く
雪
が
降
る
中
、
約
五
百
名

の
方
々
が
参
列
さ
れ
た
。

元
日
午
前
零
時
に
は
穏
や

か
に
新
年
を
迎
え
、
新
し
き

•• 

-/.;‘ 

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

私
た
ち
は
日
本
の
は
じ
ま
り

を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
現
在
、
日
本
が
世

界
最
古
の
国
で
あ
る
こ
と
も

多
く
の
国
民
は
殆
ど
知
ら
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
国
の
構
造
は
大
き
く

君
主
制
と
共
和
制
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
君
主
制
で
は
日
本
、
共
和
制
で

は
サ
ン
マ
リ
ノ
が
世
界
で
最
も
古
い
国
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
君
主
は
い
う
ま
で

も
な
く
天
皇
で
あ
り
、
第
＿
代
神
武
天

皇
か
ら
数
え
て
百
二
十
五
代
に
な
る
▼

天
皇
の
系
図
で
あ
る
皇
統
譜
に
は
歴
代

天
皇
を
は
じ
め
神
々
の
系
図
ま
で
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
と
な
っ
て
い
る
の

が
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
j(記
紀
）
で
あ

る
。
記
紀
に
は
日
本
と
い
う
国
が
ど
の

よ
う
に
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
統
治
さ
れ

て
き
た
か
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
些
細
な
争
い
ご
と
は
あ
る
も
の
の
、
日

本
と
い
う
国
は
祭
り
、
基
本
的
に
は
祭
祀

で
統
治
さ
れ
て
い
る
ア
多
く
の
国
々
が
武

カ
で
統
治
さ
れ
て
い
る
歴
史
を
持
つ
中
で
、

日
本
と
い
う
国
は
祭
祀
で
統
治
さ
れ
、
そ

の
祭
主
で
あ
る
天
皇
が
今
も
祭
り
を
続

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
を
私
た
ち
は

身
を
以
て
体
感
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
国

の
継
続
、
持
続
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を

考
え
る
と
、
明
ら
か
な
違
い
に
気
づ
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
二
月
十
＿
日
は
「
建

国
記
念
の
日
」
で
あ
る
が
、
今
年
は
第
＿

代
の
神
武
天
皇
が
橿
原
の
地
に
即
位
さ

れ
て
二
千
六
百
七
十
三
年
と
な
る
。
建

国
記
念
の
日
に
こ
の
よ
う
な
古
の
歴
史

を
学
び
な
が
ら
、
永
遠
の
平
和
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
（
敬
）
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じ
の
各
社
頭
で
一
ど
に
追
わ
れ
た
が
、
早
朝
に
は
回
一
人
々
で
溢
れ
、
各

は
、
神
職
と
巫
二
復
、
初
日
の
光
が
真
っ
白
に
覆
わ
れ
一
授
与
所
の
御
社

4i

女
、
巫
女
見
習
こ
に
社
殿
や
木
々
に
降
り
注
ぎ
、
眩
i
頭
も
縁
起
物
や
―
i
漕
畠
｀

』
＋
神
い
い
[
[
い
パ
]
[
々
し
い
新
年
の
幕
開
け
と
[
[
い
[
[
[
い
i

芯
所
で
は
ノ
ン
ア
]
午
前
九
時
、
平
成
二
十
五
年
夏
拝
者
で
埋
め
尽
＜
直

封
9

g
旧
J
ル
コ
ー
ル
の
甘
」
切
の
恒
例
祭
典
で
あ
る
元
旦
祭
が
‘
]
さ
れ
た
。
ス
“
“

酒
が
、
地
元
総
二
晶
向
宮
司
以
下
神
職
の
奉
仕
に
よ
i
ま
た
、
パ
ワ
ー

）
＇
｛
代
・
協
力
会
の
り
斎
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
沖
津
宮
・
ポ
ッ
ト
的
雰
囲
気
を
求
め

行
年
の
初
め
を
告
げ
る
太
鼓
が
鳴
り
こ
御
奉
仕
に
よ
っ
て
振
る
舞
わ
れ
、
年
丁
中
津
宮
で
も
同
じ
く
斎
行
さ
れ
て
二
J
か
、
本
殿
参
拝
の
後
、
宗

発1

響
く
本
殿
で
は
、
恒
例
の
九
州
旅
二
明
け
の
賑
わ
い
も
ピ
ー
ク
に
達
し
こ
や
り
、
三
宮
そ
れ
ぞ
れ
で
皇
室
の
一
像
大
神
御
降
臨
の
地
で
あ
る

詞
客
鉄
道
株
式
会
社
の
新
年
一
番
祈
一
た
。
口
弥
栄
、
国
家
鎮
護
、
国
民
の
安
泰
、
一
「
高
宮
祭
場
」
、
沖
津
宮
の
分

可
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
引
き
続
き
各
一
し
か
し
、
天
候
は
め
ま
ぐ
る
し
二
辛
福
が
祈
念
さ
れ
た
。
二
霊
を
祀
る
「
第
二
宮
」
、
中
津

一
＿
―
-
ロ

物
団
体
参
拝
の
新
年
祈
願
が
斎
行
さ
丁
く
変
化
し
、
午
前
一
時
頃
よ
り
俄
一
昼
頃
に
は
一
時
雨
と
な
る
が
、
一
宮
の
分
霊
を
祀
る
「
第
三
宮
」

便郵
れ
た
。
一
か
に
雪
が
降
り
出
し
、
平
素
積
も
一
午
前
九
時
頃
に
は
再
び
大
駐
車
場
一
へ
参
拝
す
る
若
者
や
女
性
の

種三
ま
た
儀
式
殿
に
お
い
て
は
家
内
：
ら
な
い
当
地
も
瞬
く
間
に
一
面
銀
：
も
満
車
と
な
り
、
参
道
は
参
拝
者
[
万
が
多

v
見
受
け
ら
れ
た

o

澤

安
全
や
厄
除
け
、
祈
願
殿
で
は
交
一
世
界
と
な
っ
た
。
一
時
は
滑
り
や
二
C
込
み
合
い
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
長
一
近
年
は
周
辺
道
路
の
渋
滞

号2
4
通
安
全
祈
願
祭
が
次
々
に
斎
行
さ
二

9
く
な
っ
た
参
道
や
御
神
門
の
屋
一
い
列
が
本
殿
ま
で
つ
づ
き
、
拝
殿
前
一
や
家
族
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
さ

6
 
第
れ
、
本
殿
前
、
祈
願
殿
内
、
福
み
く
一
根
に
積
も
っ
た
雪
の
除
雪
作
業
な
こ
ほ
新
た
な
る
年
に
祈
り
を
捧
げ
る
丁
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
の
か
、
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元
日
よ
り
二
日
な
い
し
三
日
と
分
二
疋
通
り
昨
年
ま
で
の
よ
う
に
短
い
二
団
・
ふ
く
ろ
う
部
隊
・
宗
像
市
警
一

曜金
散
化
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
年
は
曜
二
止
月
を
終
え
、
も
う
一
度
正
月
が
二
察
署
の
御
協
力
を
頂
き
、
大
き
な
[

日
日
の
関
係
や
元
日
の
積
雪
が
さ
ら
：
く
る
と
い
っ
た
周
辺
道
路
の
渋
滞
」
問
題
も
な
く
滞
る
事
無
く
正
月
を
i

月
に
拍
車
を
か
け
、
六
日
の
日
曜
日
ま
こ
ほ
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
一
終
え
る
事
が
出
来
た
。
~

2
 

竺
で
初
詣
参
拝
は
分
散
化
し
た
。
了
ま
だ
初
詣
を
さ
れ
て
い
な
い
方
々
一
今
年
の
正
月
は
、
冬
型
の
厳
し
i

成
仕
事
始
め
は
四
日
（
金
）
や
五
日
：
も
多
い
様
子
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
一
い
気
圧
配
置
と
な
り
、
大
変
寒
さ
一

2
 

ヰ
（
土
）
か
ら
始
ま
り
、
会
社
・
団
体
の
二
り
新
年
祈
願
や
企
業
の
成
人
祭
、
i
が
厳
し
く
、
こ
の
寒
さ
に
加
え
曇
・
一

参
拝
が
相
次
い
だ
が
、
最
も
集
中
：
各
地
か
ら
の
初
詣
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
二
雪
・
晴
・
雨
と
気
象
が
絡
み
合
い
、
一

し
た
の
は
七
日
（
月
）
で
あ
っ
た
。
一
団
体
参
拝
が
続
い
た
。
夜
間
や
日
丁
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
天
候
で
i

十
二
日
か
ら
の
三
連
休
は
、
想
丁
中
に
時
折
弱
雨
に
見
舞
わ
れ
る
日
：
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
般
的

~
~
も
あ
っ
た
も
の
の
連
こ
止
大
き
な
崩
れ
と
は
な

休
中
は
概
ね
天
候
に
：
り
ず
、
正
月
三
箇
日

、
恵
ま
れ
、
境
内
は
晴

□
ほ
五
十
四
万
人
、

れ
着
姿
の
新
成
人
も
二
立
日
ま
で
の
累
計

加
わ
り
華
や
い
だ
賑
こ
ほ
七
十
二
万
人
と

わ
い
を
み
せ
た
。
一
い
う
初
詣
参
拝
者

正
月
警
備
に
は
、
二
数
を
数
え
た
。

本
年
も
宗
像
市
消
防
i
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省
者
の
多
い
こ
の
日
に
、
一
足
早
く

成
人
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
午
前

日曜
十
一
時
、
新
成
人
十
一
名
を
は
じ

宗
像
大
社
中
津
宮
が
鎮
座
す
る
二
明
け
の
号
鼓
が
響
き
渡
り
神
門
が
口
め
多
く
の
島
民
が
中
津
宮
へ
駆
け

金日ー
筑
前
大
島
は
人
口
凡
そ
七

0
0

人
一
開
か
れ
る
と
、
初
詣
参
拝
者
は
神
ニ
ノ
け
新
成
人
を
温
か
く
祝
福
し
た
。

月2

の
島
で
あ
る
が
、
年
の
瀬
が
近
づ
く
二
則
へ
と
進
み
新
年
の
祈
り
を
捧
げ
一
そ
れ
を
前
後
し
て
、
三
十
三
オ
、

年2
5
と
島
外
に
出
た
人
々
の
里
帰
り
で
了
た
。
二
凶
十
一
オ
、
四
十
四
オ
の
各
々
に

平
そ
の
人
口
が
急
増
し
賑
わ
い
を
み
一
社
頭
で
は
、
正
月
の
縁
起
物
の
二
厄
除
・
晴
厄
の
同
年
講
祈
願
祭
も

成

せ
る
。
一
破
魔
矢
、
干
支
の
一
刀
彫
等
が
授

□
次
々
と
斎
行
さ
れ
、
境
内
で
は
旧

大
晦
日
午
後
五
時
、
神
門
前
で
こ
号
さ
れ
る
と
共
に
、
恒
例
の
「
中
津
二
反
と
交
歓
す
る
人
々
で
大
い
に
賑

一
年
越
大
祓
式
、
引
き
続
き
本
殿
に
二
呂
新
春
福
み
く
じ
」
が
翼
賛
会
の
丁
わ
っ
た
。

一
て
除
夜
祭
が
斎
行
さ
れ
、
平
成
二
奉
仕
に
よ
り
行
わ
れ
、
宗
像
農
業
一
三
日
、
午
前
十
一
時
、
元
始
祭

二
十
四
年
の
祭
儀
が
滞
り
な
く
納
こ
協
同
組
合
大
島
支
店
よ
り
特
別
協
二
併
せ
宗
像
漁
協
大
島
支
所
の
大
漁

像
一
め
ら
れ
た
。
こ
貝
を
賜
り
、
新
年
の
福
を
授
か
ろ
：
祈
願
祭
が
高
向
宮
司
奉
仕
の
も
と

A
―
そ
し
て
午
前
零
時
、
境
内
に
年
一
う
と
多
く
の
参
拝
者
が
詰
め
寄
せ
二
窟
行
さ
れ
、
奉
賛
会
・
翼
賛
会
々

K
A

た
。
ま
た
、
境
内
で
は
大
島
こ
貝
、
漁
協
役
員
、
漁
業
従
事
者
が

A
 

U
N

巻
網
船
団
の
宮
地
丸
組
・
春
二
参
列
し
、
国
の
悠
遠
の
古
、
元
始
を

日
丸
水
産
が
寒
鰤
を
、
沖
西
二
偲
び
、
併
せ
て
本
年
初
頭
の
航
海

M
 

苔
▼
敏
明
氏
、
松
田
澄
江
氏
か
ら
二
安
全
、
漁
業
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
た
。

は
野
菜
の
ご
芳
志
を
頂
き
『
開
一
ま
た
、
十
二
日
に
は
今
年
還
暦

運
大
鰤
大
根
鍋
』
が
振
舞
わ
：
を
迎
え
る
四
十
二
名
の
還
暦
奉
賽

れ
、
大
島
な
ら
で
は
の
冬
の
味
二
釘
願
祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
、
祭

覚
が
参
拝
者
・
帰
省
者
を
温
丁
典
後
に
は
樽
酒
の
鏡
開
き
や
餅
撒

か
く
迎
え
た
。
：
き
が
行
わ
れ
、
島
内
各
所
を
廻
り

午
前
七
時
、
神
前
に
島
内
「
な
が
ら
祝
酒
も
振
舞
わ
れ
、
島
内
—

外
か
ら
の
海
の
幸
・
野
の
幸
等
二
り
人
々
は
還
暦
を
祝
福
す
る
と
共

が
供
え
ら
れ
、
元
旦
祭
を
斎
i
に
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

行
。
国
家
安
泰
と
皇
室
の
弥
一
今
年
の
中
津
宮
正
月
諸
祭
典
斎

栄
、
国
民
の
幸
福
が
祈
念
さ
二
付
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
協
カ
・

れ
た
。
こ
J
協
賛
を
頂
き
ま
し
た
各
位
に
は

二
日
、
大
島
で
は
毎
年
帰
二
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
津
宮
の
正
月

沖
ノ
島
の
勤
務
は
、
現
在
禰
宜
以
下
十
六
名
の
神
職
に
よ
り
一
年
を

通
じ
十
旦
父
代
で
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
正
月
と
い
え
ど
も
＿
人
沖
ノ

島
で
新
年
を
迎
え
ま
す
。
左
記
、
十
二
月
二
十
八
日
ー
一
月
六
日
ま
で
、

十
日
間
勤
務
し
た
神
職
の
感
想
で
す
。

初
日
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

大
海
原
の
彼
方
か
ら
昇
る
姿
は
、

神
々
し
く
、
今
年
一
年
の
平
安
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

時
折
、
島
に
は
雪
が
舞
い
水
桶
に

は
薄
氷
も
張
っ
た
。
寒
風
吹
き
す
さ

む
中
で
の
楔
に
始
ま
る
毎
日
の
奉
仕

は
身
に
堪
え
る
。
し
か
し
、
沖
ノ
島

で
の
奉
仕
は
神
職
と
し
て
の
本
分

を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な

時
間
で
あ
り
、
悠
久
の
昔
に
戻
れ
る

場
所
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
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ヽ

4 

除夜祭

越
し
1
k

材
ぎ
・

X
]
出
口
[
[
一

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
、
：
を
一
年
の
罪
・
穣
れ
を
祓
い
清
々
し
一
以
下
神
職
が
参
進
、
ま
ず
葦
津
禰

時
折
小
雪
の
舞
う
中
、
中
央
参
道
i
い
気
持
ち
で
迎
え
て
い
た
だ
く
「
師
二
且
が
大
祓
詞
を
奏
上
、
続
い
て
参

の
左
右
に
参
列
者
が
並
び
、
そ
の
列
二
疋
の
大
祓
式
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
二
列
者
各
人
に
配
ら
れ
た
「
切
麻
」
で

は
神
門
よ
り
太
鼓
橋
を
越
え
る
約
二
り
「
大
祓
式
」
は
、
神
話
の
時
代
に
二
蔽
い
、
「
祓
物
」
に
息
吹
を
吹
き
か

五
0
0

名
の
参
列
と
な
り
、
神
門
一
伊
邪
那
岐
命
が
楔
さ
れ
、
罪
・
穣

□
け
て
切
り
裂
き
、
「
大
麻
」
に
て
天
・

前
で
年
越
し
の
大
祓
式
、
引
き
続
[
れ
を
祓
い
清
浄
に
さ
れ
た
こ
と
に
[
地
●
人
形
•
罪
●
穣
れ
を
祓
い
清
め

き
本
殿
に
て
除
夜
祭
が
盛
大
に
斎
二
発
す
る
と
い
わ
れ
、
奈
良
時
代
に
[
た

o

行
さ
れ
た
。
こ
は
大
宝
律
令
に
よ
り
正
式
な
宮
中
一
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
を

当
大
社
で
は
七
月
三
十
一
日
、
二
り
年
中
行
事
と
さ
れ
た
国
家
的
神
二
窟
行
し
今
年
一
年
戴
い
た
宗
像
大

十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
「
大
二
畢
で
あ
り
、
太
古
よ
り
行
わ
れ
て
：
神
様
の
御
加
護
に
感
謝
し
、
皇
室
・

祓
式
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
七
月
一
い
る
祓
い
の
神
事
で
あ
る
。
現
在
で
二
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
恒
久
平
和
、

を
災
難
消
除
、
農
作
物
の
豊
作
を
口
は
宮
中
・
神
宮
を
始
め
全
国
の
神
一
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

祈
る
「
夏
越
の
大
祓
式
」
、
十
二
月
□
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。
一
を
祈
念
し
、
平
成
二
十
四
年
の
諸

1i
`
ー
い
い
[
い
門
[
い
[
口
日
，

門
前
に
参
拝
者
が
続
々
[
た
小
さ
な
子
供
か
ら
年
配
の
方
ま

と
詰
め
か
け
、
新
年
を
二C清
々
し
い
表
情
が
溢
れ
て
い
た
。

1
 

献
米
ぷ
＇
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＿
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一
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
氏
二
典
の
神
餓
と
し
て
お
供
え
し
、
皆

子
会
総
代
・
評
講
員
参
列
の
下
、
一
様
方
の
安
全
と
繁
栄
を
御
祈
念
し

献
米
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
二
J
お
り
ま
す
。
献
米
い
た
だ
き
ま

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
：
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

御
神
前
に
献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
二
け
ま
す
。

穫
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
年
の
一

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。
一

祭
典
で
は
、
氏
子
会
を
代
表
し
一

古
賀
芳
秋
氏
が
奉
幣
使
と
し
て
御
―

E
m
m
m
田
曰
田m
m口
〗
疇
．

r

ネ
i
古
賀
芳
秋
氏
（
旧
福
間
町
）

奉
仕
さ
れ
た
。
前
日
か
ら
当
大
土
・

に
斎
泊
、
精
進
潔
斎
の
上
、
斎
服
を
[

着
装
さ
れ
祭
典
に
臨
ま
れ
、
宗
像
一

大
神
の
大
前
で
奉
幣
詞
を
奏
上
、
-
J
で
〉
：
ど
ク
弓
．
．
~
i
]

、
G
、
ー

大
役
を
果
た
さ
れ
た
。
~
ノ

,
'
さ
9
(
I

祭
典
終
了
後
に
は
、
氏
子
会
役
一

員
を
長
年
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方
[

（
十
年
以
上
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
一

本
年
は
瀧
口
幸
男
氏
、
松
延
仁
氏
、
一

幸
本
一
昭
氏
の
三
名
に
感
謝
状
と
一

ロ
ロ
汀
い
ロ
ロ
f
P

:
-
I：
撼
譴
量

か
い
祝
福
を
う
け
た
。
二
氏
子
会
副
会
長

そ
の
後
、
清
明
殿
を
会
場
に
「
鏡
一
瀧
口
幸
男
氏
（
宗
像
市
稲
元
）

開
き
」
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
皆
ご
氏
子
会
評
議
員

で
雑
煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
一
幸
本
一
昭
氏

当
大
社
を
後
に
し
た
。
i
（
宗
像
市
玄
海
一
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

尚
、
御
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米
二
氏
子
会
総
代

は
、
日
々
の
日
供
祭
を
始
め
、
諸
祭
一
松
延
仁
氏
（
福
津
市
東
福
間
）
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本
年
正
月
よ
り
、
祈
願
殿
二
階
二
夏
よ
り
清
掃
す
る
な
ど
準
備
を
進

を
装
い
新
た
に
一
般
参
拝
者
休
憩
一
め
、
既
存
の
展
示
ケ
ー
ス
に
は
神

所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
再
生
一
宝
な
ど
を
展
示
、
パ
ネ
ル
を
掛
け

致
し
ま
し
た
。
：
休
憩
が
て
ら
当
大
社
に
触
れ
て
い

祈
願
殿
内
に
あ
る
車
祓
申
込
i
た
だ
け
れ
ば
と
神
社
関
係
の
書
籍

者
待
合
所
の
二
階
部
分
は
、
昭
和
丁
も
設
置
致
し
ま
し
た
。

四
十
六
年
建
築
当
時
は
一
般
参
拝
一
さ
ら
に
写
真
家
で
作
家
と
し
て

者
休
憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
丁
も
著
名
な
藤
原
新
也
奉
納
の
写
真

り
ま
し
た
が
、
近
年
は
閉
鎖
し
て
丁
も
展
示
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

お
り
ま
し
た
。
二
り
で
、
御
参
拝
の
折
に
お
立
ち
寄

お
参
り
い
た
だ
い
た
皆
様
の
休
：
り
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

憩
す
る
施
設
の
必
要
性
か
ら
、
今
i

“
-
』
•
ー

w
~
.
r
·

、

'̀l-

殿
―1
階
を
ア
ル

s

一
般
参
拝
者
休
憩
所
に
S

l1 II 

北
海
道
札
幌
市

村
上
春
二
様

山
下
智
子
様

松
井
徳
一
郎
様

福
田
知
佳
子
様

1
5日

宗

像
市

高中

橋村

志幸

保二

様様

山
口
県
宇
部
市

渡
邊
寺
崎

1
3日

久
留
米
市

篤
様
綾
様

山
中
計
弘
様

1
3日
北
九
州
市

松
本
典
子
様

lI 

大古

屋野

聡啓

子介

様様

熊
本
県
阿
蘇
郡

武
田
一
平
様

1
0日
鞍
手
郡
神
谷
亜
耶
様

千
代
島
徹
様

9

日
福
津
市
石
松
照
代
様

ク

本綱

田川

真史

実啓

様様

東
京
都
大
田
区

ヶ

後武

田田

潤晃

子明

様様

宗

像
市

11 

遠
賀
郡

矢
島
大
祐
様

市
原
三
揮
様

神
崎
映
光
様

田
中
直
美
様

8

日

大
阪
府
吹
田
市

lI 

小石

野田

晶憲

子義

様様

滋
賀
県
草
津
市

lI 

土早

性川

美恒

紀徳

様様

宗

像
市

馬
場
秀
一
様

7

日
福
岡
市
落
石
真
里
子
様

lI 

直
方
市

佐
藤
一
行
様

石
橋
志
保
恵
様

山
中
英
明
様
美
奈
利
幸
様

1
0月
6

日
古
賀
市

1
2月
1

日

軽
部
亜
美
様
相
良
明
美
様

宗

像
市

lI 

北
九
州
市

加
来
剛
志
様

岩
下
美
穂
様

山
下
博
士
様

穴
井
美
穂
様

2
4日

栃
木
県
さ
く
ら
市

堺
謙
太
様

1
6日
福
津
市
赤
澤
美
由
紀
様

元
永
勝
幸
様

1
1月
1
5日
北
九
州
市

尾
形
和
恵
様

中
川
昌
紀
様
門
野
内
聡
様

9

月
8

日
北
九
州
市

1
0月
2
1日
福
岡
市

横
田
幸
枝
様
木
原
誉
子
様

（
平
成
2
4年
9

月
ー

1
2月
）

神
前
結
婚
式
挙
式
者
芳
名
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がろきでに船没湾きうた内
しで、あ沈をしにとに゜大昭
を甲はっん鉄ては泳‘夏名租
し羅いたで船いぃぎ雙に町一

存巳克属蒼合だ怠り負［塁よ
k tて笞互令畠きた誤んえ岱
゜た甲鉄ないは °詞どにろ
泳り板船くたそ虐当所毎住‘
ぎ‘のまヽ°の硲時の日ん福
に蟹とで着完沈が博悪ので岡
行さこ行底全没沈多がよい市
........................................................................................................... 

を闘る聞飛原がで艦船 みく
さ機゜き行駅あーが所ま重途
がの電そ機近るに沈のたね中
し残車このく゜仲んと西て r
た骸はに残の西間でこ公あほ
三盆危／屯骸広鉄といそ園；日
繋愛胄彗腐畏盗苔虐且累゜盃
防だをい旧田行い に の
ら弾つ←て日線っぅ小ぁ 爆
数ガたとあ本のたこ型っ 弾
年ラ°がる軍春こと潜た が

ii·i·i·;··;··~日i··i···i···:···j···~
‘顕°る軽砲以にも終今にだ

佐初船日和取洋凪碑い手囲右彰綾の巡か一行よゎ年残ま
玉貸胃三＋呵 9 艦斎函且笠雰碑木クで洋翌塁；弯りのそ竺
佐長て菱五島し香読術軍ーら閾畠g艦を拝。た［骨}‘戦
晶畠累累虐信贔 □ 令［ : ［胃；召嬰畠虐虐言塁目畠： : 
椎三し横月で妹練；で、皿て者°はたと、り客香午つ い
に次tっ浜十、艦習うるiI...‘名碑軍かの日、も椎後と た
詣大：造五昭香巡。。っ左がを艦ら関本軍多宮か言 る
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

魚団奮有敵し燃ーす五大洋し以ンバ団麿屠開イを駐南とを既載護請で
雪悉戦余機‘料〇゜千な‘‘後ガル護下し始ゴ護の部し告にし神願‘
ーく激の動剪等ー昭浬る東南全ポ等衛第てにン衛陸仏てげ時就とさ御
本撃闘執艦付の戦租に は支作 1 のし二敢当にし軍印直、局役しれ分
中沈し拗隊主！皇隊ー及海遠那戦ル上夕十行り進、部にち旗はすて、身
部さたなの 付の＋ぶ域＜海の攻陸イ五せ、出サ隊進に艦急。奉守を
唇姑羹姦霊｛令喜編戸［はを‘Jラゞ易畠虎邸巴冑孟緊内昌··'・置置冒ー9,’{:;9
9 ：裏苦 9 え息t図包認蘊 9 99 誕；、｀［遷血心；デ’
中椎し克 0 で護航、従ーる印務閂しコの将命戦
。は船＜〇ヽ衛空第事万広度と、シタ船軍を争

............................................................................................................................................. 

云 祖た立こくる赴勇筆をてま十一運以谷も艦
艦昭国英しこ歴我い猛せ与心ざ七千命下紫機は
香和日霊艦に史がた果しえ胆る名余を死郎銃一
椎五本のと軍 r 海崇敢む敢を殉に名共闘少は瞬
会十の勇共艦繭軍高に゜え寒国過‘t一後将尚に
ー一興戦に香動のな従想てかのぎ生何遂‘もし
とハ隆と短椎す精る容う戦ら気ず存 に艦応て

喜塁斎喜笙盆言農認［は参よ胃元窪需点塁戦翌
。月念を涯彰あしにてく記深米し兵をき村司ち貪
七；偲を碑ろて光死の録く軍て員含て翠令と
日。び閉をぅ、栄地如に感をも僅め艦大官な
ー、じ建。永あにき特銘し止かてと佐渋る

（続）

274 

い
し
い
た
だ
し
一
-
[
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·口·階 ■E·· 戦 こヱごコ今 仁了＇楠 ■駈こ：」そ 1111E11111 乳
はてテ段北下た戦死ぅうを北日北作楠の福のる季こ福るし幼母宗
？良レの九の時後せきか案国の九者の実津句ほ節か岡戸い児車像
毎かビー 1)小I 句代まるは南じで子朴I ゜直の市をう感し市'- °に乗市

g ̀墨市鳳喜；奇市摩霜目晶市］巳令、 凰悶皇ら 冒闘言［
‘°康り戸者えく墓：マス貴しと、行八な土胄若す象るわ南のしま振幼田
見属法に畑暖墓の標扇プーぅ）レ幡ん；れ木るが駆虐区バ字らは久
に段拿眉区詈讐こ盾町茅旦孟i西腐にど台房胃作自 ィ余れす

: ; : ] 99: 9、 9 ：芸翡区,~墨 ：は[t ):i ：白
皇嘉り芸 青店；位 悶嬰［］ 〖伍[ : * ↑罹 t夏氣懇
息］合上 : ：皇脊 百會、；、］ 負畏盆 誤で、皐雰 り； [ } 

レ田すれきな向詠で子プ豊者哲意山亨ぷいま井と付まイ田
に一贅ビ中るなるり ん苦さレ田も学か崎ジしるる田すけぅマ中
令璧努垢悶畜嘉の贔則〖讐岱ふ光 9 嬰合公窒こ峯鵞夏虐三マ；國: ［がぶセき出信、瞥正畏栞胃よ子麿掌与俊［畠写贄衣落句ぷ照廣
良り報 9 言死暖 とのルり そをね ーけ集を ち雙微れ
い←わ だ取 思だ 1 警 っミす思 ナ←て中知 っ乗笑た
。でれ そ召っる つ。ろ卜備 t~るふ し：上する く。れまり

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

渭瓢言□土言い＇｀＇置口：置賢贋 1 覧農晶 緊畠皇舟 図喜；闊 釘喜雙晨市門：｀＇；市｀巳五市
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湯ヵ、 ぎいさ蛛 て庭無こ あるて皇 夏贔且悶 謳し：代繁 え叉巖魯
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発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

ー初L甘［J川一 駒俳
句
作
品
集

宗
像
市
日
の
里
石
松

紅
白
の
山
茶
花
咲
き
空
は
澄
む

宗
像
市
多
膿
早
川

大
霜
に
白
息
ひ
と
つ
刺
す
ひ
か
り

祥
三

つ● なみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

............................................................... 

3日節分祭
午前 11 時～於＝本殿

豆打ち式
午前11 時30分～

於＝本殿横特設舞台
......................................................... 

11 日建国祭午前11 時～
.............................................................. 

ロ
U
[
□豆
杞
汀

お
参
り
の
順
番
を
待
つ
多
く
の
方
々
を
目
に
し
、

宗
像
大
神
の
御
神
徳
を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、

神
明
奉
仕
の
意
も
新
た
に
し
ま
し
た
▼
さ
て
、

本
年
は
二
日
・
三
日
（
土
・
日
）
に
節
分
祭
、
豆
ま

き
が
行
わ
れ
ま
す
。
『
鬼
は
ー
外
、
福
は
ー
内
」

災
難
消
除
、
多
く
の
皆
様
の
御
参
列
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
（
鈴
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

初
日
待
つ
キ
リ
ン
の
如
き
首
を
し
て

弘
次




